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平成３０年３月定例会一般質問
川口市議会では、平成３０年２月２６日より開会し、３月１２日に６回目の一般質問に登壇いたしまし
た。傍聴においでくださった方々、ありがとうございました。一問一答形式で行い、質問・答弁を一部
抜粋し、ご報告させていただきます。

１民泊について

(1)	本市の民泊の考えは
(2)	条例制定について
(3)	今後の所管と市民への周知について
２投票率向上について

(1)	今回の市長選挙について
(2)	主権者教育計画について
(3)	川口市立高等学校に選挙啓発活動チームを
(4)	投票記念カードの配布について
３市街化調整区域における土地利用のあり方について

４新生児聴覚検査の助成を

５ ２０２０年東京オリンピック・パラリンピックに向けた気運醸成について

(1)	事前キャンプ地誘致活動について
(2)	宿泊施設について
(3)	ボッチャなどのパラリンピック正式種目に親しんでは
６ ２４時間使用可能なＡＥＤの設置について

７町会・自治会活動について

(1)	各町会・自治会の広報紙等の配布数の把握について
(2)	町会相談員について
ア町会相談員の業務内容について
イ町会・自治会と町会相談員の意見交換の場を

８犬のふんを減らす「イエローチョーク作戦」について

９ 「人生１００年時代」に向けた環境整備について

１０市民の皆さまからの声

(1)	防災川口の行方不明者のその後の放送について
(2)	市内小学校でのスマートフォン講習について
(3)	市内へのシティプロモーションについて
ア市民手帳の充実を
イ市内魅力発見ツアーを

(4)	在家小学校前の信号機について
(5)	一次避難場所に防災倉庫の設置を
(6)	公園でのボール遊びについて
(7)	市内小学校の外トイレの改修を
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☆☆☆☆☆ やめよう 無関心。まちの未来はあなたから。

若さ溢れる、元気いっぱいの３６歳。☆☆☆☆☆ <討議資料>

１ 民泊について（２）条例制定について
質問：東京に隣接しており、多くの訪日外国人が本市に訪れ、民泊利用者も増加すると見込
まれる。中核市となると、県からの業務を行うことができ、民泊に関する規定（期間や区域）を
条例で制定することができる。市民の暮らしを守るためには条例制定すべきと考えるが、い
かがか。
答弁：一部調査において、本市には多くの違法民泊がすでに存在している。２０２０年東京オ
リンピック・パラリンピックの開催に伴う宿泊施設の不足や本市の立地を考えると、法律で許
容される範囲の制限を課した本市独自の条例制定に向け準備していく。

３ 市街化調整区域における土地利用のあり方について
質問：神根地区内にある市街化調整区域において、農地や山林から資材置場に土地利用転
換されている事例が非常に多く見られる。高い鉄板で囲われていたり、しばしば自然発生の
火災も起きている。このような状況を市はどのように考え、また、どのように対応していくか。
答弁： （市長）開発行為に該当しない場合の緑の保全策を検討するほか、緑の保全を条件と
したある一定の開発ができるような制度を検討し、市街化調整区域の土地利用の選択肢の
拡大を図れるよう努めていく。

４ 新生児聴覚検査の助成を
質問：先天性難聴は発見の遅れが言語や知能の発達の遅れに繋がる恐れがあるとされてい
る。生後退院するまでの間か生後１ヵ月以内に受けることを推奨している。国から通知が来
ているが、県は各自治体に任せるとしている。本市独自で助成制度を設け、受診しやすい環
境を提供していただきたいが、いかがか。
答弁：現在は、環境整備が整っていなかったり、入院患者に限られてしまうなど、すべての新
生児が聴覚検査を受けることが難しい現状である。今後は、関係機関と検査体制等について
調査を行うとともに、県の関係機関においても、検査体制や公費助成も含め協議していく。

６ ２４時間使用可能なAEDの設置について
質問：現在市内の公共施設に設置されているAEDは、全て施設内であり、２４時間使用する
ことは困難な状況である。緊急事態はいつどこで発生するか予測不可能であるため、２４時
間使用できるよう、コンビニエンスストアやガソリンスタンド、また、公共施設の外に設置する
などできないか。
答弁：すでにAEDを設置している公共施設で閉館時間における有効的な活用方法を検討す
るとともに、民間施設においても、より多くのAEDを設置されるよう、普及啓発に努める。

引き続き市民の皆様のお声を市政へ届けてまいります。


